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られていなしユ。近年、 B 型肝炎抗原(オーストラリア抗原、以下 HB-Ag と略)が発見されるに及び、
この抗原と肝炎慢性化との密接な関係が報告され、この分野にも曙光がささんとしている。しかしな




対象は種々の肝疾患々者で血中 HB-Ag 陽性23例、陰性14例、抗日B-Ag 抗体陽性 4 例の計41例で
ある。血中 HB-Ag 及び抗体は交又免疫電気泳動法及び Ouchterlony 法にて検索した。肝組織は肝






蛍光抗体直接法にて陽性を示したのは血中 HB-Ag 陽性23例中 21例で、 HB-Ag 陰性及び抗日B­
Ag 抗体陽性例ではすべて陰性でトあった。蛍光陽性であった 21例についてみると、その HB-Ag ~，劉生細
胞の肝内分布像は 4 つの型に分類することが出来、私は仮にこれを次の如く名付けてみた。


























3) 肝内 HB-Ag の分布が肝疾患の進展と共に変化してゆくことは、 HB-Ag が肝疾患の進展に重要
な関係を有していることを示唆するものであり、肝内 HB-Ag の検索は、肝疾患の的確な診断と予後
の推測及び肝炎慢性化の機序解明に重要なものと確信する。
論文の審査結果の要旨
本論文は蛍光抗体直接法を用いて、肝内における B型肝炎抗原の細胞内局在と、その陽性細胞の分
布を明らかにしたものである。その結果、細胞レベルでは、核には存在せず細胞質内に存在すること
を認め、また陽性細胞の分布は肝病変の程度により変化することが明らかにされた。即ちその分布像
は 4 つの特徴的な型に分けることが出来、急性肝炎から肝硬変、肝癌に至るまで次第に変化していつ
ている。
丹、
υ
つ山??
このことはある種の肝疾患の進展に、 B 型肝炎抗原が重要な役割を果していることを強く示唆する
ものであり、従って本論文は、肝炎慢性化の機序解明に多大の貢献をなすものと考える。
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